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はじめに
学力低下という文字を紙面で見かけることが増えた昨今、大学の英語授業担当教
員は教材の選択に悩まされ、現代の事柄を扱ったニュース記事や学生が興味を持ち
そうな内容を教材とした授業を行うといった傾向が生まれている。こういった状況の
中で、文学に原書で触れてもらいたいと願う教員は文学作品を選択するのに苦労し、
作品が学生のレベルからあまりにもかけ離れてしまった場合には、「文学は難しい」
そして「文学は嫌い」ひいては「英語も嫌い」と考える学生を生み出してしまう可能
性さえある。いわば、中学校・高等学校での学習形態を終えて、大学では文学が奏
でる美しい英語に触れてもらいたいという教員の願いが学生にまったく届かないとい
う悲劇がおこるわけである。さらに言えば、英語教育界ではコミュニケーション力を
重視するあまり、文学作品が英語授業から消えつつあると嘆く大学教員も少なくない。
それゆえ、英語授業における文学復興なるものが叫ばれているのだが、文学作品を
一般の英語授業に取り入れるための具体的な提案が十分されてきたとはまだ言えな
いのではないだろうか。そこで、現在の大学生の学力に応じた作品を選択する方法
として、熊田（2009a）では初年次教育における文学作品の導入について検討したわ
けだが、本稿では英文レベル測定を利用した文学作品の選択法についてさらに考え
ていきたい。
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1.  英文レベル測定方法とレベル指標、および授業教材例
教材選択のために利用する英文レベル測定方法は、第一にFlesch Reading Ease
（以下FRE）とFlesch-Kincaid Grade Level（以下FKGL）1を用い、第二に
JACET8000分析プログラム（以下v8an）を応用した語彙指数2を利用する。また、
この英文レベル計測をした後にレベル指標と比較しなければ、文学作品同士を比べ
るだけに留まってしまい、学生の英語力に見合った作品かどうかがはっきりとしない。
それゆえ、本稿では、高難度の指標として日本人英語学習者が読むには少々困難が
生じるニュース誌TIME（以下TIME）を、そして比較的容易に読める指標としてノ
ン・ネイティヴ向けのVOA Special English（以下VOA）を使用してみたい。
英文レベル測定を導入するための英米文学作品の一例としては、英文学科の授業
ではしばしば取り上げられるナサニエル・ホーソーンの作品を対象とする。一般的に
その英文は日本人英語学習者にとって難しいと言われおり、大学の英語授業で彼の
作品を原書で扱うのは簡単ではないというのが実情である。そこで、彼の代表的な
長編『緋文字』（The Scarlet Letter）と『七破風の屋敷』（The House of the Seven 
Gables）の英文レベル分析から始めていく。
2.　授業教材としての『緋文字』と『七破風の屋敷』
熊田（2009a）では、ホーソーンの一般読者向け作品が大学の授業題材に適してい
るかを知るために、彼の代表作品『緋文字』の英文レベル測定を行ったのだが、その
結果、『緋文字』は高難度の指標としたTIMEよりも語彙レベルにおいてかなり高い
数値を示した。さらに、熊田（2009b）で『七破風の屋敷』はホーソーンの子ども向け
作品『ワンダー・ブック』に収録された「黄金に変える手」との比較結果から、子ども
向け作品と同じ筆致で描かれているわけではないことが判明している。そこで、この
章では一般読者向け作品『緋文字』と『七破風の屋敷』とTIMEの英文レベルを並べ
ることで、英語学習者がホーソーンの代表的な長編の文章をどのように感じるのかを
検証してみたい。
英文レベルの測定条件を整えるため、『緋文字』の最小語数である第二十四章に合
わせてTIME3および『緋文字』、『七破風の屋敷』の2章を約2090語にして測定を行
った。ホーソーンの2作品は長編であるため、作品初めの2章の英文レベルを比較材
料とする（『緋文字』第一章は943語、『七破風の屋敷』の序文は892語と極端に少な
いため表1からは省いた）。
表1　『緋文字』、『七破風の屋敷』約2090語、およびTIME中任意約2090語の英文レベル
SL；税関 SL；二章 SG；一章 SG；二章 TIME
リーダ
ビリティ
FRE 43.7 53.1 44.7 55.6 44
FKGL 15.1 12.5 14.9 11 13.3
語彙指数
indexes 260.859 262.515 250.060 251.367 149.325
tokens 120.473 115.861 113.904 110.783 70.329
SL＝『緋文字』　SG＝『七破風の屋敷』
表1において『緋文字』と『七破風の屋敷』のリーダビリティに関しては、TIMEと大
差はない。しかし、indexesの語彙指数では100程度、tokensでは40～50程度の差
がついていることが見て取れるのである。このことについては語彙が英語学習者に
及ぼす影響は大きいという先行研究があることから4、ホーソーンの一般読者向け代
表的な作品はTIMEよりも日本人学生にとっては難しく感じる英文であると推測でき
る。以上の検証から、全般的に英文読解力が低下してきている大学生にとって、19
世紀の一般読者向けホーソーン作品を読むのは容易なことではないと言えるだろう。
そこで、次にホーソーンの子ども向け文章を授業教材として取り入れる方法を考え
てみよう。
2.　授業教材としての児童文学『ワンダ ・ーブック』と『タングルウッド物語』
ホーソーンは、児童文学作品として、1841年に『おじいさんの椅子』（Grandfather’s 
Chair: A History for Youth）、『有名な昔の人たち』（Famous Old People）、『リバテ
ィー・トゥリー』（Liberty Tree）の3作を、その翌年には『こどものための伝記物語』
（Biographical Stories for Children）を出版した。さらにその10年後である52年に
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は『少年少女のためのワンダー・ブック』（A Wonder-Book for Girls and Boys）、続
く53年には『少年少女のためのタングルウッド物語　第二のワンダー・ブック』
（Tanglewood Tales, for Girls and Boys; Being a Second Wonder-Book）を世に送
り出した。これらの児童文学作品から、ホーソーンのもっとも成功した児童文学と言
われる『ワンダー・ブック』、そしてそれに引き続く作品として書かれた『タングルウ
ッド物語』を教材選択対象としてここでは取り上げてみたい。
2.1　『ワンダ ・ーブック』
この児童向け作品には、「ゴルゴーンの首」、「黄金に変える手」、「こどもたちの天国」、
「三つの金のりんご」、「不思議な水差し」、「キマイラ」の6つの物語が収められている。
以下の表2は、先の1章における検証と条件を揃えるために6物語を冒頭約2090語
にして測定した英文レベルであるが、この作品の中で数値上最も易しく感じさせる
物語は「こどもたちの天国」であることがわかる。
表2　『ワンダ ・ーブック』各物語冒頭約2090語の英文レベル
ゴルゴーン
の首
黄金に
変える手
こどもたち
の天国
三つの金の
リンゴ
不思議な
水差し
キマイラ
リーダ
ビリティ
FRE 69.4 69.6 72.1 74.3 71.5 72.4
FKGL 8.7 8.4 7.4 7.6 8.4 8
語彙指数
indexes 171.811 183.850 161.739 169.820 167.496 173.913
tokens 64.528 68.850 53.201 66.792 64.032 66.887
熊田（2009a）より
さらに言えば、ホーソーンの一般読者向け作品は高難度の指標であるTIMEレベル
以上であったのに対し、「こどもたちの天国」は比較的簡易な英文の指標としたVOA
により近い英文レベルなのである。つまり、『ワンダー・ブック』では「こどもたちの
天国」はVOAレベルといってよく、授業教材として『ワンダー・ブック』を導入して
いくならば、「こどもたちの天国」が最も授業に導入しやすい物語であると考えられ
る5（表3）。
表3　「こどもたちの天国」冒頭約2090語、およびVOA6中任意約2090語の英文レベル
こどもたちの天国 VOA
リーダ
ビリティ
FRE 72.1 61.2 
FKGL 7.4 7.7 
語彙指数 
indexes 161.739 98.998 
tokens 53.201 47.637 
熊田（2009a）より
『ワンダー・ブック』は古典神話を基にして書かれているのだが、ホーソーンはク
イックシルヴァー（Quicksilver）という彼自身が作り出した人物を「こどもたちの天
国」に登場させている。この象徴的な人物にこだわって教材選択し、英文レベルの
数値が低いものから取り上げていくのもホーソーンの作品を学生に理解させるための
方法になるかもしれない。全物語の英文レベルの結果から（表2）、①「こどもたちの
天国」②「不思議な水差し」③「ゴルゴーンの首」とクイックシルヴァーが出る物語を
順を追って授業に導入することで比較的無理なく学生の理解が進むはずである。
では、第二のワンダー・ブックとして書かれた『タングルウッド物語』を授業教材
として扱うにはどういった方法があるだろうか。
2.2　『タングルウッド物語』
『タングルウッド物語』は「ミーノータウロス」（“The Minotaur”）、「ピグマイオス族」
（“The Pygmies”）、「竜の歯」（“The Dragon’s Teeth”）、「キルケーの宮殿」（“Circe’s 
Palace”）「ザクロの種」（“The Pomegranate Seeds”）、「金の羊毛」（“The Golden 
Fleece”）で構成されており、『ワンダー・ブック』と収録された物語数は変わらない。
しかしながら、この作品の序文「ウェイサイド」（“The Wayside ─ Introductory”）に
は、「ブライト氏はと言えば、今や彼はウィリアムズ・カレッジの4年生である」“As 
for Mr. Bright himself, he is now in his senior year at Williams College.…”（181）
と記述されており、『ワンダー・ブック』においてユースタス・ブライトは18歳（7）と
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記述されていたことから、『タングルウッド物語』は『ワンダー・ブック』の約4年後
に設定されている物語なのである。ここでは、『タングルウッド物語』が、授業教材
として、『ワンダー・ブック』と同じように使用できる作品なのかを英文レベルから考
えていきたい。
表4　『タングルウッド物語』各物語冒頭約2090語の英文レベル
ミーノー
タウロス
ピグマイ
オス族
竜の歯
キルケー
の宮殿
ザクロの
種
金の羊毛
リーダ
ビリティ
FRE 77.1 69.9 72.4 61.6 76.7 73.4
FKGL 7.2 9.1 8.3 11.2 7 8.1
語彙指数
indexes 172.277 198.045 175.833 200.441 175.205 171.850
tokens 63.061 67.433 68.493 81.261 65.145 67.060
表4は『タングルウッド物語』を約2090語に揃えて計測した英文レベルであるが、
このままでは『ワンダー・ブック』の英文レベル（表2）と比較が困難である。そこで、
物語の詳細な比較は今後行っていくとして、2作品の英文レベルに差異が生じている
かを見るために以下の表5に作品全体の平均値を並べた。
表5　『ワンダ ・ーブック』、『タングルウッド物語』各物語約2090語の英文レベル平均値
ワンダー・ブック タングルウッド物語
リーダ
ビリティ
FRE 71.6 71.9
FKGL 8.1 8.5
語彙指数
indexes 171.438 182.275
tokens 64.048 68.742
『ワンダー・ブック』との全体の平均値比較では、FKGLには0.4、tokensの語彙指
数には5程度の差しか生まれておらず、表5を見る限りでは、『ワンダ ・ーブック』と『タ
ングルウッド物語』の英文レベル平均値はほぼ変わらない。しかしながら、両作品に
収録された各物語の総語数を表にしてみると、『ワンダー・ブック』は5700～8400
語あたりなのに対して、『タングルウッド物語』は最小語数の「ピグマイオス族」でも
7287語であり、その他は10000語を超しているのである（表6）。
表6　『ワンダ ・ーブック』、『タングルウッド物語』各物語の総語数
『ワンダー・ブック』
ゴルゴ ンー
の首
黄金に
変える手
こどもたち
の天国
三つの金の
リンゴ
不思議な
水差し
キマイラ
総語数 8389 5899 5741 7157 6666 8052
『タングルウッド物語』
ミーノー
タウロス
ピグマイ
オス族
竜の歯
キルケー
の宮殿
ザクロの
種
金の羊毛
総語数 10366 7287 10679 10564 11664 13163
結果として、『ワンダー・ブック』と『タングルウッド物語』の英文レベルはほとんど
変わらないが、物語の総語数の違いはこの2作品を全く同じ教材として扱うには無理
があることを示しているのである。では、『タングルウッド物語』を『ワンダ ・ーブック』
の続きとして扱う際に、『タングルウッド物語』からはどの物語を教材として選べるだ
ろうか。
表7　「ミー ノー タウロス」と「ザクロの種」冒頭約2090語、およびVOA中任意約2090語の英文レベル
ミー ノー タウロス ザクロの種 VOA
リーダ
ビリティ
FRE 77.1 76.7 61.2 
FKGL 7.2 7 7.7 
語彙指数
indexes 172.277 175.205 98.998 
tokens 63.061 65.145 47.637
表7は、『タングルウッド物語』において英文レベル数値が低い「ミーノータウロス」
と「ザクロの種」を表3で用いたVOAの英文レベルと並べたものである。『タングル
ウッド物語』ではこの2つの物語がVOAレベルに近いということになるのだが、「ザ
クロの種」について特筆すると、この物語にはクイックシルヴァーが登場する。この
物語では、プルートーン王（King Pluto）という名の冥界の王がプロセルピナ
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（Proserpina）という娘を冥界へさらうのだが、この娘を取り返しにいく使者としての
役割をクイックシルヴァーが果たしている。したがって、「ザクロの種」を授業教材
とすれば、『ワンダー・ブック』に続いて『タングルウッド物語』でもクイックシルヴ
ァーというホーソーンが作り出した存在を追いながら、ホーソーンの繊細な手法や独
特な想像力を学ぶことができるわけなのである。
3.　授業教材としての他作家による児童文学
これまでホーソーンの作品を一例として取り上げてきたが、この章ではホーソーン
以外の作家による児童文学作品の英文レベルを分析してみたい。表8は19世紀に出
版された児童文学から筆者が任意で選んだ作品7である。
表8　19世紀児童文学作品第一章冒頭約2090語の英文レベル 
若草物語
不思議の国
のアリス
スリーピー・
ホロウ
トムソー ヤー ハックフィン
リーダ
ビリティ
FRE 79.8 75.3 54 89 89.4
FKGL 6.5 8.1 13.2 3.6 4.5
語彙指数
indexes 151.227 104.104 250.686 181.774 154.298
tokens 51.038 33.001 113.122 62.523 48.347
英文レベル数値から判断して、「スリーピー・ホロウの伝説」についてはホーソーン
の一般読者向け作品レベルであり、一般英語の教材として使用するのはやや難しい
だろう。その他は比較的授業に導入しやすそうな作品であり、特に『ハックルベリー
・フィンの冒険』、『トム・ソーヤーの冒険』の英文レベルが高い数値を出していない点、
『不思議の国のアリス』の語彙レベルが相当低いという点は興味深い。このように、
授業教材として導入するのは困難だろうと考えていた作品が、数値を測定して初め
て一般の英語学習者にとってもそれほど恐れるほどでもないレベルの文章で書かれ
ていることに気づかされることもあるのである。
おわりに
英文レベル測定を利用して教材選択を行う方法を述べてきたが、文学作品ならで
はのシンボルや言い回し、および物語構成に関しては教員の文学研究に依存しなく
てはならないことを最後に付け加えておきたい。英文レベルは教材選択する際の指
標であり、文学特有の美しさまで計測するのは現時点では不可能である。それでも
従来からの教員の感覚のみに頼る方法だけではなく、英文レベルを数値で検討して
いくという方法を取り入れることで、一般の英語授業に文学作品を導入する可能性
が開かれるのではないだろうか。
本稿は、第一回北東アジア言語教育学会（2009年5月・新潟県立大学）で行った
ポスター発表に加筆・修正を施したものです。
註
* 本文中の『ワンダー・ブック』、『タングルウッド物語』の引用は、The Centenary Edition Vol.7
からの抜粋とし、そのページ数を引用文の括弧内に示した。
* ホーソーンの作品名および登場人物名は、『ナサニエル・ホーソーン事典』の高尾直知訳を使用。
* 英文レベル分析のため、以下のオンラインテキストを利用した。
・The Literature Network（http://www.online-literature.com/）
『緋文字』、『七破風の屋敷』、『ハックルベリー・フィンの冒険』、『トム・ソーヤーの冒険』、『若
草物語』、『不思議の国のアリス』、『スリーピー・ホロウの伝説』
・The Baldwin Online Children’s Literature Project （http://www.mainlesson.com/）
『ワンダー・ブック』、『タングルウッド物語』
1 FREとFKGLの説明と算出法が、マイクロソフトのホームページで説明されている。「文書の読
みやすさをテストする」
 （http://ofﬁce.microsoft.com/ja-jp/outlook/HP101485061041.aspx）
2 語彙指数については岡崎（2008）を基に算出。
3 1記事では2090語に満たないため、ニュース誌TIME（http://www.time.com/time/）から任意で
選んだ3記事を合わせて約2090語にした。
4 清川（1966）は「読解力テストの誤答率と単語の難しさの相関係数は0.6～0.7であり、4割から
5割が単語の難しさで説明できる」と述べている。
5 『ワンダー・ブック』約2090語の英文レベル数値、および「こどもたちの天国」とVOAのレベル
比較考証は熊田（2009a）で行っている。
6 1記事では2090語に満たないため、VOA Special English（http://www.voanews.com/
specialenglish/）から任意で選んだ7記事を合せて約2090語にした。
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7 ここで選んだ作品の作者名・原題・出版年は以下の通り。
Alcott, Louisa May (1868).  Little Women. 
Carroll, Lewis (1865).  Alice’s Adventure in Wonderland.
Irving, Washington (1819).  “The Legend of Sleepy Hollow” The Sketch Book of Geoffrey Crayon, 
Gent.
Twain, Mark (1876).  The Adventures of Tom Sawyer.
Twain, Mark (1885).  The Adventures of Huckleberry Fin.
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